
60名（要申込・先着順）

ネオパークオキナワ メインハウス2 階
（沖縄県名護市字名護4607番地41）

会場

定員

10.18 ㊎ 17:30～19:30（17:15 受付開始）

主催：公益財団法人松下幸之助記念志財団 松下政経塾
共催：タピックグループ、ネオパークオキナワ、DMO推進機構
後援：名護市、名護市商工会、名護市観光協会、やんばる倫理法人会

基調講演「官民連携の公益事業の未来」
宮里好一（タピックグループ代表）

タピックグループ代表。兼職として名桜大学経営審議委員、沖縄県医療供給
体制検討会議委員、沖縄リハビリテーション病棟協会会長、沖縄県ユネスコ
協会常務理事など。

卒塾発表「沖縄振興策と自助経営の可能性」
比嘉啓登（松下政経塾第37期生）

沖縄県出身。首都大学東京大学院修了後、三井物産株式会社に入社。松下政
経塾生として沖縄の地域産業振興に向け、観光施設ネオパークオキナワ再建
に取り組む。

トーク「観光による地方創生観光DMOと地域商社」

大社充（DMO推進機構代表理事）

ＤＭＯ推進機構代表理事／ＮＰＯ法人グローバルキャンパス理事長／事業構
想研究所客員教授。２００４年ＮＰＯ法人グローバルキャンパスを設立。
日本観光振興協会理事在任中、「ＤＭＯ推進機構」を設立。

会場へのアクセス

【お車】沖縄自動車道 許田ICより車で15分

パネル討議「観光による沖縄振興と官民連携」
パネラー：宮里好一、比嘉啓登ほか 進行：大社充

かんたん！
スマホ申込み
フォーム

入場料

無料

【沖縄県潮崎町】（©【Yoshikazu】、クリエイティブ・コモンズ・ライセンス 【表示4.0 国際】）を改変して作成

おきなわ観光フォーラム

「沖縄北部観光振興から考える」

官民連携による観光を通じた自立を目指して
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